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梶原 毅ら/ 粒子的ア7Gu-チによる構造 ･流体シミュレーション
図-8流体と構造の中間的性質を示す物質の落下 (2/2)
(ケース-b)粘りが強い物質
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3.5計算例-5水柱の崩頓 (3次元解析)
概要:3次元の解析例を示す｡計算例-1と同様の水
柱の崩壊の解析である｡水柱と水槽の間に小さな突起
物が存在している｡
データ:水柱部分の粒子の半径は1.OcAであり10×
10×10個の合計1000個の粒子を用いてモデル化をし
ている｡突起物は半径1.0cmの粒子12個で表わされて
いる｡水柱の大きさは､幅 ･高さ･奥域ともに 20cm
であり､突起物は水槽左側の壁から約50cmの位置にあ
り高さは6cmである｡また､水槽右側の壁は左側壁か
ら80cmの位置にある｡
結果:各時刻における計算結果を図-9に示す｡崩壊
した水柱は､水槽にぶつかる前に一部が突起物にぶつ
かり､その位置で上方へ跳ね上がっている｡
図-9水柱の崩壊 (3次元解析)
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4.おわりに
本研究報告においては､粒子的アプローチによる流
体と構造のシミュレー ションについての研究報告を行
なった｡流体と構造を統一的扱いに扱うことが可能な
提案粒子法モデルの紹介を行ない､そのモデルによる
流体解析と構造解析の計算例を示した｡計算例で示し
たように､提案粒子法モデルでは流体と構造を同じ1
つのモデルで扱うことが可能である｡また､構造と流
体の複合問題に対しても容易に対応出来る｡
本研究報告で紹介した5つの計算例は､格子法では
解析が困難な問題である｡しかし､このような問題は
決して特殊な問題ではなく身の回りに存在するありふ
れた現象と言える｡このようなありふれた現象であり､
かつシミュレー ションの重要性が非常に高い現象であ
るにもかかわらず格子法では解析が困難な現象も多く
存在する｡一方､粒子的アプローチは格子を用いない
ので､現時点においてシミュレーション困難な現象に
対してシミュレー ションを実行できる可能性が高いと
言える｡
格子法は､多くの分野で広く用いられ実績を重ねて
きた手法であり､その重要性は今後もしばらくは変わ
ることはないと思われる｡しかし､格子法では解析出
来ない現象があるもの事実であり､格子法が万能とい
う訳ではない｡粒子法を用いることにより､今までシ
ミュレー ションが非常に困難であった現象のシミュレ
ーションを可能とすることができると考える｡また､
粒子法を用いることにより､流体と構造を統一的に扱
うことも可能であると考える｡ここで､流体と構造を
統一的に扱うということは､流体と構造を同じ1つの
モデルで扱うということである｡そしてそれはまた､
流体あるいは構造という二分的な考えではなく､さら
りとした流体､ドロリとした流体､ねっとりした物質､
形を変えやすい柔らかな構造､がっちりした構造物､
と連続的に性質が変化していく一連の物質としてとら
えるということである｡
粒子法の長所として上げられる点に､その計算手法
の自由度の高さがある｡それは､たとえば体積を急激
に変化させる粒子に示されるような､特徴を持った粒
子を作成することが容易であることと､粒子間の相互
作用に望む仕組みを組み込むことが容易であることに
起因する長所である｡その自由度の高さがシミュレー
ション対象とする現象の複雑さへの対応の容易さとな
っている｡また粒子法では､3次元解析コードとする
ことが容易であり､2次元解析コードを作成するのと
同程度の労力で作成が可能である｡一方､基礎方程式
に対する数値解法としての妥当性に関しては､現時点
においては格子法の方が高いと言えその点が今後の粒
子法に対する研究課題であると考える｡
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